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８
月
５
日
、
学
校
説
明
会
復
活

（

早
文
化
会

）
西
陵

の
魅
力
、
全
開
！

テンプル大学主催

と

，
０
や

ヽ ■・

はと自で化め ¬
国
内
留
学
が
楽
し
み
と
話
す
大
久
保
さ
ん
（

放
課
後
、
ロ
バ
ー
ト
先
生
と
特
訓
中

¬語分多のた実

もさぃれ京本を

安ん
ヒ ｀

都文高

び日晴都
アか香

∀
テ

メらさにン
リ8ん大ブ
カ日^久ル
のの 2保大
大 41匠学
学日3真が

シ資
ヨ格

る度 こたこ

まか とちろ

主
催
す
る
国
内
留
学

（京

さ
ん

（
２
１
５
）
と
福
島

序
ぃ鯵
語ヵ口打籍ぱ
瞬翻坤

の
授
業
を
体
験
す
る
。
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サII山著不日
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人戸朱花和
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ヒ
る
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意
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イ
ベ
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大
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り
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力 ≦
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め

て
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ト

を

交特い
わにる
すア

°

のはは撮 とて他る通でこを人の とい人大は

生ワ ¬桃意挑のこし振 と通ひ魅て
｀
と変 ¬

れ後がのム狙―ン′せて備 れ 5ス ルち会
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ヾ
キ
ヤ
プ
テ
ン
の
辻

ヒ
ッ
ト
で
繁
ぎ
、
攻
め
た
一
回
戦

は Ю
で
壱
岐
商
業
に
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諫
早
市
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で
行
わ
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、

一
回
戦

が

８

日
、

た
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し
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フ

ィ
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国
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校
野
球
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崎

大

,, た サス

常
も ち を た を オ

ブ
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リ

ー

ム
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声

一準備
し
た甲斐
があ
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を る撃す
を ８

回
に
逆
転
さ
れ
、
悔
し
い
結
果

す 掛
信 て た で よ す

じ め は つ
△
ロ

て つ エフ
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｀
ン た 状 点 つ

罠硯急彗
るて生
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｀
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っ
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を
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し
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球
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通
し
て
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こ
と
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て
無 を 面 節 つ 食 おヾ は 今 来投費 え 薦 すヽ 五

‐
躯 カ 価 t ヽ に
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ヽヽ ド

上 格 る大 カヾ
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る 寺
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会
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わ待ましう屋 6
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亀たな厳なは28月
球い しる息 日27
技中くくが の 日
大
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ら詰 2の

会待汗いま 日 午
がちが日り間 後
行に止差そ ｀

と

r霞ぁ
建
自転ヽゝ
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一
　

汰

一　

１
４

一
０

こ

イクラスの絆"

の利んたにず最
下のの

°
も相後

柳流力特冷手ま
され強に静ので
んをい

｀
に強集

は作ス下対烈中
¬つパ柳薦なカ
|た イ春 しスを
年

°
夕花勝パ切

生主が乃利イ ら

暑 さに負 けない

代｀

0

沙

■
男
子

決
勝
戦
は
３
ｉ
３
が
―
―

と「プ６呼『の前のし舜勘【親世け挫 感
じ
て
い
た
が
、
期
待

に
應

虚
頒苺齢
村
つる値愛
φぽ
腱

そ
う

に
話

す

。

３

１

３

は

圧
倒
的
な
強
さ
を
見

た
。
チ

ー
ム
メ
イ
ト

て

「
最
後
の
球
技
大

勝
と
い
う

い
い
思
い

れ
て
よ
か

つ
た
。
み

一
緒
に
バ
レ
ー
ボ
ー

き
て
楽
し
か
つ
た
」

セ
ー
ジ
を
送

っ
た
。

（
山
下
）

■
男
子

二
日
間
の
激
闘
の
末
、
サ
ッ

カ
ー
男
子
の
部
で
優
勝
し
た

失
眸
釧翻
勒紆創
隔和
剥
悧

聰さ大（囃醐納す猟たラ「漿効鵬

ム
で
優
勝
す
る
こ
と
で
自
分

た
ち
に
と

っ
て
忘
れ
ら
れ
な

い
思

い
出
に
な

っ
た
。
こ
れ

か
ら

の
高
校
生
活
に
も
精
が

期
睡
”
輩
廿
韓

と‐こで話
婉
吋

るしし
「呼

き
や
く
じ
け
そ
う
な
と
き
も
、

互
い
を
励
ま
し
合

い
な
が
ら

切
磋
琢
磨
し
て
い
き
た
い
。

み
ん
な
で
自
分
達

の
志
望
す

瑶
嫉
博
撤
給
鶴
説
上
訃
。」
と
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野
）

癬
研
撒
♂
賀
膨
野
つ徹
紅
軸

か
ら
だ
と
話
す
。

「
チ
ー
ム

リ
を
み
せ
て
い
た
３
１
１
に

拍
手
を
送
り
た
い
。

（
甲
斐
）

ア
タ
ッ
ク
を
決
め
る
立
石
さ
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男
子
３
１
２
、
女
子
２
１
２
優
勝

鮮
や
か
な
手
さ
ば
き
を
次

々

と
見
せ
た
３
１
２
は
強
か

っ

た
。
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斐
）

■
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子
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戦
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２
１
２
が
２
１
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髭剰
丸簗
輔
ゴ
技
騨
糎
約

ん
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後
に戦
った
２
１

丸
焚
マ亀
種
糾
鮪

博
陳巌
訂
騨
井
浮
一犠
伴
光

「ク
ラ
ス
の
み
ん
な
が
頑
張
っ

瀬つでく鞠牲蛇襲ぽ靭静球殺

仲

良
く
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ー
ス
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野
さ
ん
（
左
）
と
入

る
３
１

２
の

宇

律
進

′
甘

ｔ

よ

々

々 男
子
３
１
３
、
女
子
３
１
４
優
勝

制
御
つ間常
楚
剃
胡粋
鈍
謝
斜

の
失
点
は
平
均
し
て
Ю
点
ほ

脚
α
きっ笠
訂
高一軽
縣
唯
飢
輩

徹
表っ映、
「と墟
比
鱗
差
工全晴

線び蒙

額

恐
れ
ず

に
レ
シ
ー
ブ

し
て
く

枷輩紅れ成しつラ悧判０陣線

チ
ー
ム
の
バ
レ
ー
部

の
ス
パ

て)

江
さ
ん

準

t争でF〔 を車伴守

★

・

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
は
第

二
体
育
館
で
行
わ
れ
た
。
各

ク
ラ
ス
は
二
つ
の
ペ
ア
に
分

紛
撒

こて
毅

鮮

雛

雛

転

そ
れ
ぞ
れ
が
ペ
ア
と
息
を
合

締
孵
噺
唯
約
。一
手
ま
で
戦

い

■
男

子

決
勝
戦
は
白
熱
し
た
展
開

を
見
せ
、
３
１
２
が
２
１
３

を
制
し
優
勝
し
た
。
宇
野
遥

、ヽ,_″  .ゃy

守

卜　
　
　
】、
フヽィ

一　
↑
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，
―

『苦
戦
し
て
も
敗
戦
し
な
い

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、

勾

亨しぜで式ヽ拌章l静
_tt を

す
る
３
１
３
の
み

紺
肺ち
襲齢
桜鞠
麟脱蛍

ズ
を
決
め

４
の
み
な
さ
ん

・
牛・静

ォ′一｛」‥
””

■
亀

一
、

十ｒｒ‐．中

会にせ ど
で向つで
優 けけ

｀

ルん出
がなを

前
L

と

メ

ッ

■
女
子

３
１
４
が
見
事
優
勝
を
果

擁
出
つた♂
彬Ｗ
糊
切鑑
Ⅸ鶏

“細れ韓鶉輯響紺押洋炒判

優
勝
し
た
３
１
２
の
み
な
さ
ん

で と作

まいの将勝さしクさ

る
３
１
４
の
み
な
さ
ん

た頼勝 をりつ点 レレイ

取
り
合
っ
て

優
勝
し
た
２
１
２
の
み
な
さ
ん

■
女
子

れ
戦
琲
戦
難
ＩＰ
‐Ｋ輔
炊
鴫
的

を
制
し
優
勝
し
た
。
キ
ャ
プ

会「テゅ鶏鶴『曜輔鯉孵糊撫

無
殿
裳
幻
蔀
無
札
＜
紳
跛
】

嬉
し
か
っ
た
」
と
振
り
返
る
。

制
紳
彿
嘘
爛
承勲
糾
ｐ
働
釧
ｙ
硝
詑
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幹
知
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ん
な
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３

１

３
年
１
組
、
男
女
優
勝

な
さ
ん

，
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